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　　　　　　　は、身近な相談窓口の情報と個人の記録で構成されています。
◎　　　　　　　を活用することで・・・
支援者

・情報の共有ができます。
・発達の状況が正しくわかります。
・誰もが同じ理解のもと、継続的な支援を行うことができます。
本人（家族）

・目的に応じた相談窓口を知ることができます。
・個人の履歴をファイルすることにより関係機関でその都度同じ説明を繰り返さなくても良くなります。
・正確な情報を支援者に伝えることができます。
＊家族も支援者の一人として　　　　　　を上手く活用することで、周囲の理解が深まることを目指しています。
◎使用・記載するにあたって・・・
・必要と思われるところや、支援に役立つ情報から書いていきましょう。
・大変重要な記録ですので、原則として本人または家族が責任を持って保管しましょう。
・支援者が利用する場合は、プライバシーを厳守し取扱いには十分留意してください。
　　　　は、発達障がいなど支援を必要とする方の生活の質がより向上し、豊かな生活を過ごせるように願い作成しました。


その願いの実現のために、現状や成長過程を共有し、活用することにより、本人を中心とした総合的な支援ネットワークを築くことを目指しています。












